
（別記） 

令和７年度 洞爺湖町地域農業再生協議会 水田収益力強化ビジョン 

 

１ 地域の作物作付の現状、地域が抱える課題  

本地域の農業は、畑作専業経営、水稲畑作複合経営、畑作肉牛複合経営、畑作野菜複

合経営、野菜専業経営等が中心となって展開されている。 
水稲においては、生産調整の実施や経営所得安定対策への取組みにより、４２ha（令和 6

年度実績）の水張面積を維持し、販路も地元直売所での販売や観光施設への販売など、チャ

ンネルも多様で需要も安定しているが、生産者の高齢化が進んでおり、地域の中核的担

い手への利用調整を進め、持続的な経営安定化を図る必要がある。 
畑作においては、てん菜、長いも、人参、ごぼう、馬鈴しょなど土地利用型農業を中

心に展開され、担い手も後継者がいる経営も多く、平均２０ha の畑地で安定した農業経

営が図られているが、根菜類の多作による土壌病害の発生が確認されていることから、

麦作付や緑肥の導入を推奨しながら、イネ科を取り入れた輪作体系の確立を推進する。 
また、水田転作により発展してきたセルリー、トマト、赤シソなどの施設野菜につい

ては、品種選定の努力により、市場からの評価が高いことから、今後も近隣市場への安

定的な出荷を推進する。 
肉用牛飼育については、繁殖から肥育までの一貫生産体制への移行を図っているが、

繁殖経営については市場有利性のある血統に基づく生産による安定した所得と、繁殖牛

の定期的な更新により繁殖基盤の確立を目指していく。 
また、近年の物価高騰から起因する飼料価格高騰等が町内畜産経営を圧迫し、水田で

作付されている飼料作物を大規模家畜飼養農家へ集積するなど、自給飼料の生産拡大に

向け、地域一体となって戦略的に取り組む必要がある。 
 さらに、高齢化する農業者への農作業の負担軽減や近年の異常気象等により生産性が

悪化した圃場の整備を目的とした面的整備等を通じて、中長期的な高品質農作物生産を

可能とし、本地域の農業推進の展開を図る。 
 

２ 高収益作物の導入や転換作物等の付加価値の向上等による収益力 
強化に向けた産地としての取組方針・目標 

 本地域において、高収益作物である野菜は２０品目以上が生産されており、また収益

力向上に目指す取組みとしてクリーン農業の実践など、安心安全の生産かつブランド化

の取組みを推進する。 

 同様にこの地域にしかない価値を探しながら、作物へ価値を見出す取組みを推進し、

産地自体の価値の向上に努める。 

 

３ 畑地化を含めた水田の有効利用に向けた産地としての取組方針・目標  

 水田の有効活用を促す目的として野菜など畑作物の本作化を進める農業者の取組を支

援することで、高収益型への転換を進め、持続的に発展する農業経営体の育成を図る。 

近年、農業者の高齢化を理由とする水稲作付面積の減少や水張りができない状態まで

水田を放置し、荒廃してしまうケースもあることから、効率的な土地利用に取り組むこ

とで地域の大切な財産を活用する意識を持ちつつ、水田の有効活用を進める。 

 その上で、農業者の営農方針を踏まえつつ、水稲作付水田と転換作物作付水田の利用

状況に応じて畑地化支援を進めるなど、当地域水田の有効活用を図る。 

 



４ 作物ごとの取組方針等  

（１）主食用米 

「ななつぼし」・「ゆめぴりか」などをはじめとする良食味品種の作付け拡大を図り、地

元直売所での販売拡大や観光施設への納入により、都市圏消費者へのアピールを強化し、

更なる販売チャンネルの拡大を目指す。 

当町財田・川東地区においては基幹作物として重要な位置づけをしている作物であり、

実需者から安定供給に対して強い要望が寄せられていることから需要動向に応じた計

画的生産を推進する必要があるが、生産者の高齢化が進んでおり、地域の中核的担い手

への利用調整を進め、持続的な経営安定化を図る必要がある。 

今後、中核的集団的栽培を基本に画的な生産単位を拡大し、機械化一貫体系による労

働の省力化を図るとともに有機質資材の投下、施肥の合理化による収量と品質の向上を 

図り、生産体制を強化する。 

 

（２）備蓄米 

  戦略的作物の位置づけがある備蓄米について、今後の需要動向を見据え、取組を検

討する。 

 

（３）非主食用米 

  主食用米の需要減少が見込まれる中、地域の水田作付面積の維持・確保のため、水

田転作の 1つの柱として、飼料用米への取組みを推進する。 

 

（４）麦、大豆、飼料作物 

  近年、根菜類の多作により土壌病害が発生していることから、根菜類生産農業者が

イネ科である麦の作付面積拡大並びに新規作付を予定している。 

協議会が実施主体となり、麦の生産拡大への効果的な取組として「大豆・麦等生産体

制確立推進事業」により共同利用の高性能機械等の導入を行ったことから、作業の効率

化と麦の更なる新規作付が期待でき、麦を取り入れた新たな輪作体系の確立が図られる。 

 

（５）そば・なたね 

  土地利用型作物の適正な輪作体系を推進するため、そば・なたねの作付を進め、品

質の良いそば・なたねの生産拡大に向けた取組みを実施する。 

 

（６）地力増進作物 

  本地域において、野菜等の高収益作物に対する取組が展開されている中、転作の基

幹作物に取り組みながら、土づくりに寄与する農業体系を進めることができる地力増

進作物への展開を検討する。 

 

（７）高収益作物（園芸作物等） 

 高収益作物である野菜は当町にとって畑作や転作の基幹作物として特に重要な位置 

を占めている作物である。施設野菜及び露地野菜で２０品目以上が生産されており、特 

に、セルリー、トマト、キャベツ、レタス、スイートコーン、人参、ながいも、グリー 

ンアスパラガス等が生産され、主に札幌市、関東・関西方面に出荷されている。今後、 

土づくりを基本とし、様々な需要動向や消費者が求める安全で高品質な野菜を生産する 

ため、クリーン農業を実践し、栽培技術体系を確立する。 

  また、高収益作物としての新規作目導入による普及、定着を推進し、販売体制の強 

化を図り、北海道における野菜産地としてのブランド化を目指していく。 

    畑作での輪作体系の基幹作物として位置づけしている馬鈴しょは、消費者が求める



減農薬・減肥による安全性の高い生食用馬鈴しょの生産を強化している。また、雪蔵

貯蔵野菜ブランドとしての地位の確立を目指しており、付加価値の高い生産流通体制

整備に努める。 

 

 

５ 作物ごとの作付予定面積等 

  別紙のとおり 

 

 

６ 課題解決に向けた取組及び目標 

  別紙のとおり 

 

 

７ 産地交付金の活用方法の概要  

  別紙のとおり 

 

 

８ 産地交付金の活用方法の明細  

  別紙のとおり 
 

 



別紙

５　作物ごとの作付予定面積等
（単位：ha）

うち
二毛作

うち
二毛作

うち
二毛作

54.2 0 54.2 0 53 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

・子実用とうもろこし 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0.8 0 1 0 0.9 0

・野菜 0.8 0 0.9 0 0.9 0

・花き・花木 0 0 0 0 0 0

・果樹 0 0 0 0 0 0

・その他の高収益作物 0 0 0.1 0 0.1 0

0 0 0 0 0 0

・景観作物 0 0 0 0 0 0

12.3 0 0 0 0 0

麦

作物等
前年度作付面積等

当年度の
作付予定面積等

令和８年度の
作付目標面積等

主食用米

備蓄米

飼料用米

米粉用米

新市場開拓用米

WCS用稲

加工用米

その他

畑地化

大豆

飼料作物

そば

なたね

地力増進作物

高収益作物



６　課題解決に向けた取組及び目標

前年度（実績） 目標値

作付面積 （令和6年度）　82ａ （令和8年度）　90ａ

反収 1,254㎏/10ａ 1,377㎏/10ａ

作付面積 （令和6年度）　0ａ （令和8年度）　10ａ

反収 0㎏/10ａ 60㎏/10ａ

※　必要に応じて、面積に加え、取組によって得られるコスト低減効果等についても目標設定してください。
※　目標期間は３年以内としてください。

2

整理
番号

対象作物 使途名 目標

1 野菜
透・排水性向上改善推

進対策

豆類（大豆を除く）・花き・馬
齢しょ（生食）・果樹

水田活用促進助成



７　産地交付金の活用方法の概要

都道府県名：北海道

協議会名：洞爺湖町地域農業再生協議会

1 透・排水性向上改善推進対策 1 7,700 野菜
水田の土壌条件（透・排水性）を改善し、対象作物の生産を行う水田
面積を対象とする。（支援年限は無し。）

2 水田活用助成 1 7,700 豆類（大豆を除く）、花き、馬鈴しょ等
心土破砕、たい肥施用等を行った水田に対象作物の生産を行う水
田面積を対象とする。（支援年限は無し。）

取組要件等
※４

整
理
番
号

使途
※１

作
期
等
※２

単価
（円/10a）

対象作物
※３

※１　二毛作及び耕畜連携を対象とする使途は、他の設定と分けて記入し、二毛作の場合は使途の名称に「○○○（二毛作）」、耕畜連携の場合は使途の名称に「○○○（耕畜連携）」と記
入してください。
　　　ただし、二毛作及び耕畜連携の支援の範囲は任意に設定することができるものとします。
　　　　なお、耕畜連携で二毛作も対象とする場合は、他の設定と分けて記入し、使途の名称に「○○○（耕畜連携・二毛作）」と記入してください。
※２　「作期等」は、基幹作を対象とする使途は「１」、二毛作を対象とする使途は「２」、耕畜連携で基幹作を対象とする使途は「３」、耕畜連携で二毛作を対象とする使途は「４」と記入してく
ださい。
※３　産地交付金の活用方法の明細（個票）の対象作物を記載して下さい。対象作物が複数ある場合には別紙を付すことも可能です。
※４　産地交付金の活用方法の明細（個票）の具体的要件のうち取組要件等を記載してください。取組要件が複数ある場合には、代表的な取組のみの記載でも構いません。
※５　支援年限を記入してください。



（別　紙）

青刈りとうもろこし アルストロメリア りんご きゅうり
ソルガム フリージア なし トマト
スーダングラス カスミ草 もも なす

テオシント コスモス うめ ピーマン
青刈り麦 ハイブリットスターチス くり かぼちゃ
青刈り大豆 ラークスパー ハスカップ いちご
しこくびえ デルフィニューム おうとう すいか
青刈りひえ カンパニュラ ぶどう メロン
オーチャードグラス アルケミラ ブルーベリー キャベツ
チモシー スターチスシヌアータ プルーン はくさい

トールフェスク クジャク草 すもも ほうれんそう
飼料用芝 トルコギキョウ マルメロ ねぎ
メドーフェスク ヒメヒマワリ ナタネ たまねぎ
バヒアグラス エリンジューム コスモス レタス

アルファルファ おもちゃかぼちゃ マリーゴールド だいこん
ペレニアルライグラス バラ カラシナ類 えだまめ
ケンタッキーブルーグラス よしの鈴バラ ヒマワリ 青さやいんげん
リードカナリーグラス アスチルベ 未成熟とうもろこし
アカクローバー アスター アスパラガス
シロクローバー ストック きのこ

イタリアンライグラス ブルースプレー とうがらし

ギニアグラス ブプレリューム オクラ
カラードギニアグラス ピペリカム セルリー
ネピアグラス ヘレニューム カリフラワー
ブルーパニックグラス ヒマワリ ブロッコリー
ローズグラス ニゲラ しゅんぎく
パラグラス カーネーション みつば

パンゴラグラス エキノプシス せり
オオクサキビ カラー ぱせり
かぶ オーニソガラム ふき
ビート シャクヤク しそ
子実用えん麦 サンダーソニア にんにく
ルタバカ スカビオサ にら
人参 スナップ みょうが
子実用とうもろこし ソリダゴ 食用花
子実用あわ スモークツリー かぶ
子実用ひえ フリースドルフ ごぼう
かぼちゃ ブルーレースフラワー やまのいも
青刈り稲 スカシユリ 青さやえんどう
大豆 オリエンタル百合 食用ゆり
小豆 クレマチス わさび
高級菜豆 多茎カスミ草 まくわうり

スターチスシネンシス しろうり
エミール にがうり
チャームブルー あさつき
ＬＡユリ キトビロ
芝　

果
樹

景
観
形
成
作
物

野
菜

豆
類

飼
料
用
作
物

花
き


